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,

日
本
経
済
に
於
け
る
設
備
投
資
に
関
今
る
則
量
分
析
と
し
て
近
年
幾
つ
.
か
の
貢
献
が
為
さ
れ
て
い
る
。
設
備
投
資
行

動

の
時
系
列
分
析
に
於
け 

る

基
本
的
な
若
干
の
問
題
為
を
指
摘
す
れ
ば
齡
の
：通
り
i

な
る

で
知
ろ
ぅ
。
，へ

ノ

リ

 

.

:

,

(1
)

.,

粗
投
資
と
純
投
資
の
間
題
0: 
, 
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⑵

ノ
ミ
ナ
ル
と
リ

.

ア
ル
.

の
所
謂
、.
タ
|

ム
の
遽
択
問
題
。

.

ン
^

^

^

 

>

.

■

⑶

.'

投
資
行
動
原
理
の
適
合
性
の
間
題
、
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
投
資
誘
因
，.

或
は
：投
資
動
機
：に
関
す
る
問
題
。

:

⑷

投

賽

金
0

供
給
：に
'

関
ず
る
問
題
。

(5
)

期
待
性
要
因
の
導
入
に
；関
す
る
問
題
0

.

等
が
先
ず
挙
げ
ら
れ
ょ
ぅ
。

.

- 

• 

. 

0

の
俎
役
資
と
純
投
資
の
.

問
題
に
関
し
て
は
、
，特
に
技
術
革
新
が
急
速

.

に
，進
涉
し
て
い
る
現
今
の
日
本
経
済
に
於
て
は
、
粗
投
資
が
純
投
資
と

並
行
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
.
.

(2

.の
ノ
ミ
ナ
ル
と
リ
ア
ル
の
ダ
ー
ム
.
の
問
題
は
投
資
量
、
及
び
他
の
関
連
す
る
経
済
量
'に
亂
す
る
企
業
者
の
投
資
決
意
、
.或
は
：行
軌
の
場
に
於 

け
る
量
的
評
価
の
問
題
で
あ
る
。

> 

•

⑶
投
資
行
動
原
理
、
.及
び
そ
.れ
に
関
係
を
も
.つ
投
資
誘
因
、
乃
至
投
資
動
機
の
問
題
は
、
設
備
投
資
函
数
の
研
究
に
於
て
最
も
中
核
を
な
す
も 

の
で
あ
る
0

行
動
原
理
に
関
し
て
は
，そ
の
現
実
的
適
合
性
の
検
討
、
及
び
各
変
量
間
ひ
，

な
.構
造
推
定
#

が
rp
l

f

な
る
。
投
資
行
動
は
前
述 

の
投
資
原
理
を
そ
の
中
心
的
な
行
動
の
蕋
準
と
ー
し
ァ
吏
に
多
く
の
場
合
フ
他
の
多
元
的
な
投
資
誘
因
ノ
或
は
動
^

に
依
っ
ゼ
現
実
的
に
規
定
さ
れ 

る
の
で
、
か
：か
る
誘
因
、
或
は
モ
テ
ー
フ
の
分
析
が
問
題
と
：さ
れ
る
。

⑷
の
投
資
資
金
の
供
給
に
関
す
る
問
題
は
.'

特
に
戦
後
の
日
本
経
済
の
場
合
、
資
金
供
条
件
が
投
資
行
動
に
重
要
炎
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る 

の
で
、
/
そ
の
資
金
依
存
性
及
び
資
金
供
給
の
。ハ
タ
ー
ン
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

g

は
期
待
性
隱
の
導
入
の
問
題
で
あ
る
が
、
企
業
者
に
依
る
投
資
行
動
は
、
I

、
■或
は
期
#
：性
に
基
、'つ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
か
か
る
要
因 

の
導
入
が
設
備
投
資
函
数
に
货
る
計
量
分
析
に
於
て
問
題
と
な
る
。
之
は
吏
に
投
資
に
関
す
る
先
行
指
標
の
導
入
の
問
題
で
も
あ
る
.が
、
か
か
る 

.̂

^

の
導
入
は
投
資
行
0

の
我
実
的
な
性
格
規
定
を
表
現
す
る
も
.の
と
し
.て
重
要
な
侧
面
を
.担
ぅ
も
め
で
あ
る
。

..

以
上
、
設
備
投
資
函
数
に
関
す
る
基
本
的
で
あ
り
、
重
要
な
若
干
の
問
題
点
を
到
挙
し
.た
が
、
次
に
：以
下
小
稿
.に
：於
け
る
問
題
、の
.取
扱
.い
.の
槭 

要
.に
就
い
.
て
言
及
す
る
事
と
す
る
。
.上
述
の
諸
問
題
を
、
同
時
的
に
網
羅
的
に
取
扱
ぅ
事
は
.幾
多
の
.困
難
が
あ
.る
の
で
、
/b

.

こ
で
は
夫
々
の
問
題 

を
限
定
し
、
第
一
次
接
近
と
し
て
次
の
.ょ
ぅ
な
観
点
が
ら
日
本
経
済
の
製
造
業
.に
.於
け
る
若
干
：の
：産
業
に
就
.い
て
時
系
列
分
析
を
試
み
る
事
と
し 

た
い
。
粗
投
資
に
関
す
る
業
種
別
の
.投
資
行
動
.に
就
.い
て
の
研
究
は
、
上
野
氏
に
依
'る
昭
和
ニ
十
九
年
丨
三
十
一
一一
年
に
於
け
る
四
半
明
デ
ー
タ
に 

華
つ
く
計
量
分
析
が
.既
，に
為
さ
れ
て
い
.る
の
で
、
：と
こ
'
で
は
補
完
的
に
純
投
資
：に
関
す
ん
昭
^

-:

十
^

期
別
デ
I

タ
に
依
る
計
量
分

析
に
：限
定
す
る
事
，と
：す
る

::
.0
次
に
、
タ
I

ム
の
選
択
の
晛
題
は
本
来
比
較
検
討
の
.上
選
定
さ
れ
る
ベ
き
問
題
で
ぁ
る
 

設
備
投
资
®

数

に

関

す

る

迤

礎

的

考

察

2L
H

ヽ
ー
四
t)

_

421272



.

.
，五

四
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五
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,

が
，
こ
こ
で
は
リ
ズ
ル
タ

I

ム
を
採
用
し
て
分
析
を
進
め
、る
事
と
す
る
の
^

;

.実
質
純
投
資
に
関
す
る
.投
資
行
動
が
対
象
と
さ
れ
る
：。
投
資
に
関 

す
る
羽
涓
原
理
、
及
び
加
速
度
原
理
等
の
行
動
原
理
の
現
実
的
適
用
可
能
性
に
関
す
る
問
題(

に
就
い
.て
^

業
種
別
の
夫
々
の
.モ
デ
ル
に
関
し
て 

検
討
が
加
え
ら
れ
る
。
：次
'に
、

問
題
と
；さ
れ
る
純
投
資
に
於
け
る
投
資
資
金
の
'供
給
の
間
題
に
関
し
て
は
、
., '

内
部
金
融
、

及
び
外
部
金
融
に
依 

る
調
達
形
態
：の
中
、
外
部
的
な
資
金
依
存
度
が
比
較
的
高
い
事
情
：に

-»

づ
い
て
各
々
の
調
赛
目
め
，中
、
金
融
機
関
に
依
る
資
金
供
給
が
主
に
m 

明
要
因
と
し
て
：導
入
.さ
れ
る
。

最
後
に
，
.
期
待
性
要
因
の
導
入
の
問
題
で
あ
る
が
、

宮
部
氏
は
予
想
量
の
導
入
の
試
み
と
し
て
、

売
上
高
に
関 

す
る
過
去
三
年
間
の
実
績
を
も
と
、と
し
て
最
小
自
乗
法
に
依
る
理
論
値
を
：予
想
売
上
高
と
見
做
し
た
場
合
の
投
資
行
動
に
関
す
る
計
量
分
析
を
行 

わ
れ
た
が
、
通
例
的
な
観
察
値
を
予
想
値
と
代
替
し
た
場
合
と
の
比
較
上
め
優
劣
に
は
問
題
が
残
る
で
あ
ろ
ぅ
。
こ
こ
で
は
通
f

v'

ら
れ
る
^
 

係
に
従
っ
て
、
則
ち
、
期
待
係
数
を
o

と
仮
萣
し
た
場
合
の
仕
方
に
従
っ
て
分
析
を
試
み
る
事
と
.す
る
。

先
行
指
標
の
導
入
に
関
し
て
は
計
11
1 

投
資
i

、
或
は
株
価
指
標
等
が
.あ
る
が
、
小
稿
に
於
て
は
、.
資
料
の
利
用
可
能
性
か
.ら
後
者
を
適
用
し
て
検
討
を
加
.え
る
事
と
す
る
。
以
上
、
兮 

析
内
容
に
関
し
て
そ
の
摘
要
を
述
べ
た
が
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
本
節
で
説
明
さ
れ
る
。
'

(

1)

+

上
野
裕
也
著「

日
本
経
済
の
計
量
経
済
学
的
考
察
'

(

2)

宮
窗
義
一「

設
備
投
資
函
数
に
つ
い
て
の
覚
書」

経
済
企
画
庁
、
季
刊
.経
済
分
析
、
ー
九
六
0

年
第
四
号
。

(

3

)

 

メ
ッ
ッ
ラ
ー
の
定
義
に
従
ぅ
と
、
予
想
量
が
実
現
量
と
一
致
す
る
場
合
、
期
待
係
数
は
o

で
あ
る
。
景
気
変
動
局
面
に
於
て
は
讲
待
係
数
尤
変
匕
し
一
義 

的
な
値
を
示
さ
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。•

.

ニ

設

備

投

資

函

数

に
.関
す
る
基
礎
的
考
察
，： 

，

ォ

節

に

於

て

は

予

備

的

考

察

と

し

て

、
代

表

的

な

設

備

投

資

函

数

に

関

す

る

理

論

的

，
経

験

的

考

察

を

試

み

る

事

と

し

た

い

。
 

設

備

投

資

函

数

は

行

0
原

理

的

に

み

て

加

速

度

原

理

。
利

潤

原

理
-

容
カ
原
理
等
に
分
類
さ
れ
る
事
は
周
知
の
通
り
で
ぁ
る
。

こ
の
中
、
容
リ

.
原
理
は
限
界
資
本
係
数(

加
速
度
定
数)

を
一
定
と
仮
定
す
る
点
に
於
て
加
速
度
原
琿
と
_.同
じ
で
，あ
る
が
、

.
加
速
度
原
理
は
操
業
度
|
定
を
前
提
と

.

.

.

 

■

■

 

-■

 

...

す
る
の
に
対
し
、超
過
容
カ
の
保
有
に
よ
る
最
適
操
業
度
を
維
持
し
よ
ぅ
と
す
る
企
業
者
行
動
を
仮
定
す
る
点
に
於
.
て
加
速
度
原
理
と
.
相
違
す
る
。

■
-

.

.

(

1) 

，

へ
 
2)

加
速
度
原
理
に
蕋
づ
く
投
資
函
数
の
理
論
モ
デ
ル

.
と
し
て
ヒ
ッ
ク
ス
型
と
ヵ
ル
ド
ア
型

.の
区
別
が
：存
在
す
る
.0
前
者
は
投
資
を
産
出
高
，(

或
は
所 

得)

办
変
化
の
函
数
、
後
者
は
投
資
を
産
出
高(

或
は
所
得)

の
水
準
の
^

⑽
ま
双
へ
同
時
に
罾
ホ
ス
ト
ッ
ク
の
減
少
函
数)

.と
し
て
未
々
定
式
化
さ
れ 

る
事
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

：

」

 

■
■ 

■ 

/

' 

:

: 

ぺ3) 

-

加
速
度
原
理
に
よ
る
経
驗
的
分
析
と
し

.て
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ

'
ン
は

.米
国

.

英
国
等
め
鉄
道
業
に
関
し
^

又
チH

ナ
リ
ー
は
米
国
に
.於
け
る
電

:

 

■ 

- 

(

4)

 

: 

-

力

•

鉄
鋼

.

石
油
精
製
業
の
六
産
業
に

.
つ
い
て
最
小
自
乗
推
定
に

.基
づ
く
晚
系
列
分
析
を
試
み
た
。
テ
ィ
ン
バ—

ゲ
ン
は
対
象
産
業
に
関
し
て
統

•
.

計
的
に
ほ
ぼ
有
意
な
結
果
を
導
出
し
た
が
，
チ
ェ
ナ
リ
i

業
種
別
分
析
は
、

鉄
鋼
•

湯

業
I

て
統
計
的
に
有
意
な
結
果
を
.導
か
な
か
っ 

た
。
又
、
ア
ィ
ス
ナ
ー
は
米
国
に
於
け
る
機
械
、繊
維
等
の
'
各
産
業
に
就
い
て
最
小
自
乗
法
.
に
よ
る
.
ク
ロ
ス
.

セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
を
試
み
た
が
、，
繊

■ 

I 

'
H
. 

■ 

- 

、
c
y 

^

維

，
食
品
等一

部
の
.

産
業
に
於
て
統
計
的
|

性
を
見
出
し
得
.
な

か

っ

た

。
'
以

志

の
有
効
性
が
業
種
に
よ
っ
.て
開
差
を
も
：つ
事
実
を
示
し
、
全
面
的
な
適
用
可
能
性
を
実
証
す
る
も
の
.で

な

い

。-'
.
'
加

速

度

原

理

の

も

つ

欠

略

の

第

一 

は
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
産
出
高
の
完
全
で
あ
り
、へ
即
時
的
な
調
整
過
程
と
云
ぅ
硬
直
的
な
適
応
関
係
を
仮
定
す
る
点
に
存
在
す
る
。
，景
気
変
動
局
面 

に
於
け
る
産
出
高
変
動
に
対
す
る
資
本
：ス
ト
*

ク
の
変
動
の
，非
対
称
性
と
、
資
本
ス
ト

ッ
ク
-.
産
出
高
間
の
調
整
の
時
間
的
パ
タ
ー
ン
が
無
視
さ 

れ
て
い
る
。
又
、
企
業
者
の
投
資
行
動
に
於
て
は
書
要
に
関
す
る
予
想
.
或
は
期
待
性
が
現
実
的
に
は
問
題
と
さ
れ
.ね
ば
な
ら
：な
い
。
第
二
に
、
 

加
速
度
原
理
は
超
過
容
カ
の
保
持
に
よ
.る
規
模
-0
経
済
性
の
効
果
を
含
ま
な
い
°.
当
原
理
に
於
て
：ば
操
業
度
'ー
定
が
景
気
変
動
の
全
局
面
.を
通
し

て
仮
定
さ
れ
、
超
過
容
カ
の
保
有
に
蓮
づ
く
適
正
操
業
度
の
維
持
に
よ
る
規
模
の
経
済
効
果
、
或
は
超
過
容
カ
に
よ
る
正
常
な
..
マ

ー

ジ

，
ン

の

確

保

.- 

.

.

\

:

'

:

ン

 

■ 

• 

 ̂

■

の
為
の
企
業
者
行
動
を
内
包
し
な
い
。
従
っ
て
'
企
業
者
の
ビ
ヘ
ィ
ビ
ア
ー
、
乃
至
..
は
動
機
性
を
陽
表
的
に
示
さ
& .

い
点
が
問
題
と
さ
れ
る
。
第

- 

■ 

. 

• 

r
- 

.

三
に
、
加
速
度
.原
理
は
加
速
度
係
数
の
安
定
性
を
前
提
と
す
る
が
、
長
期
的
視
野
に
於
て
は
、
技
術
革
新
の
導
入
に
基
づ
く
産
出
高
と
資
本
ス
ト 

■

.

設
備
投
資
函
数
に
関
す
る
藤
礎
的
考
察
'

五

五

(

一
五一

)

■  

-
-
-*  
r
l

ィ 
I
 
道

^
響

 

圓

藝

層

霞

^

^
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■

五
：六' 

ニ

五11
)

ッ
ク
間
の
技
術
偁
造
の
変
化
に
伴
う
当
係
数
の
変
化
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
.
で
あ
ろ
う
。

.

:「

.
如

速

度

原

理

：
の

修

IH

は
資
本
本
ト
ッ
J

麼
出
高
間
^

本
；ス
4

彳
と
産
嘗
の
技
液
的
適
廣
,
に
対
し
ミ 

:

裏

み
 

> 

:
来
国
S

け
る
貨
物
豐
I

霞

め
 

へ
的
緩
愛
行
わ
れ
る
瑰
象
を
譬
的
に
有
意
鐘
証
し
た
？
従
'っ
.て
、
：

)

ク
ス
型

及

&

力
ル
ト
ア
型
の
投
資
函
数
.の
中

.

.
ヵ
ル
ド
ア
型
投
資
函
数
が 

•
f l
i

方
' 

チ
X

ナ
'
リ
ー
は
力
^

度
原
理
ひ
修

.正
め
試
み
に
於
：て
、

.
企
業
者
^

.篇
に
内
包
ず
る
規
模
の
経
済
的
効
果
奮
す
容
凳
原
理
に
ょ
る
投
資
函
数
箠
式
化
&

9-
:
そ
こ
で
ば
^

.
の
鎺
持
に
!■
る
魂
模
の
経
済
#

■
に
.関
す
る
企
_

者
行
動
；が
^

{

さ
れ
^

？
チ

ナ

=
N
:
:
I

は
米
国)

に
於
げ
る
.
一.九
一
：一一一ー|

_i
:一
一
九
年
の
：
計

财

讲

闺

. 

に
つ
I

て

鉄
鋼
.
石
0

精
％

電
カ
等
の
六
産
擎
に
関
し
.て
.則
測
し
た
結
果
.、.電
カ
.
鉄
鋼
等
0

曲
產
業
に
'於
て
容
カ
原
理
.仮
説
め
加
退
度
原
理
彼 

説
§

す
る
適
合
:±
の
廉
位
性
を
確
認
し
た
。
併
し
、
統
計
的
に
満
1

5

結
f

囊

の

は

：一
震
業
で
I

は
0

.
五
以
下
で
資
料
上
の
問
題
.が
な
い
と
、す
れ
ば
、
超
證
力
の
保
有
度
が
比
較
的
高
い
も
の
と
解
，さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
チ
ェ
チ
リ
I

の
容
カ 

5

仮
；̂
は
企
業
者
の
費
用
極
小
化
の
ビ
.
へ
ィ
ビ
ア
丨
を
導
入
し
■た
.点
、.
加
速
度
原
理
に
対
しv

経
済
的
意
味
を
拡
充
’
す
る
も
の
で
あ
る
。

併 

し
、必
喪
資
本
f

現
存
資
本
量
の
調
整
の
ラ
ッ
グ
の
時
間
的
分
配
の
間
題
•
反
応
係
数
の
意
馨
に
つ
い
て
問
題
を
含
^

け
る
_

度
に
関
す
る
慶
い
は
モ
.デ
ィ
リ
ア
-

一
、

，
キ

ジ

セ

ル
ゴ
フ
.に
ょ
っV

も
電
力
事
業
の
投
資
行
動
の
研
究
I

I

處

さ

包

。そ 

こ
.で
は
電
力
に
於
け
る
容
カ
羽
用
度
が
投
資
決
意
の
戦
略
的
な
！K

因
で

あ
り
、'
利
子
効
果
等
め
影
響
.は
第
二
義
的
な
意
味
し
か
'持
た
.な
-い
事
が
確 

認
さ
れ
た
。
併
し
、
：こ

こ

で容
力
の
最
適
利
用
度
が
時
間
の
増

加
函
数
と
し
て
仮
定
さ
れ
襄
、'
か
く
し
そ
.投
資
函
数
に
導
入
さ
れ
た
時
間
と
云 

う
説
明
変
数
の
示
す
意
味
は
実
際
の
適
用
に
於
て
.は
.最
適
利
用
度
を
示
す
：の
み
で
/な
く
、
技
術
的
、
及
び
.ト
レS

:

ド
的
意
味
等
を
併
せ
表
現
す
る

:

も
の
と
見
ら
.る
べ
き
で
一
義
的
.な
意
味
づ
け
は
.問
題
で
あ
ろ
ぅ
。

.

'
 

: 

,

以
上
の
説
明
に
於
け
る
加
速
度
.原
理
の
修
正
は
、
資
本
.ス
ト
ツ
グ
と
産
出
高
の
，適
応
過
程
、
及
び
操
業
度(

容
カ
利
用
度)

問
題
等
の
考
慮
に
基 

つ
L

て
為
さ
れ
経
^

的
適
応
の
時
間
的
依
存
性
、
或
は
企
業
者
の
行
動
的
性
格
の
.導
入
が
行
わ
れ
た
。
併
し
.、
モ
デ
イ
リ
.ア
丨
'
ニ
等
の
場
合
を
/
 

除
い
て
何
れ
の
分
析
に
於
て
も
資
金
供
給
に
関
す
る
側
面
は
捨
象
さ
れ
、
投
資
に
関
す
る
需
要
の
側
面
に
主
導
性
が
置
か
れ
た
。
投
資
資
金
に
関 

す
る
制
約
性
の
少
な
い
事
例(

資
本
供
給
が
極
め
て
弾
力
的
な
場
合)

に
於
て
は
か
か
る
側
面
か
あ
の
接
近
も
有
意
義
で
あ
る
が
、
資
金
調
達
に
於
け 

■
る
制
約
の
存
在
す
る
場
合
は
必
ず
し
も
有
効
な
分
析
結
果
を
示
さ
な
.
.い
で
あ
ろ
ぅ
。

次
に
、
利
潤
原
理
に
基
づ
く
投
資
函
数
の
経
験
的
考
察
を
試
み
る
事
と
す
る
。
テ
イ
ン
バ
I

ゲ
ン
は
利
潤
、，
及
び
流
動
性
要
因
を
麗
変
数
と 

す
る
投
資
函
数
.に
依
っ
て
.米
国
め|

八
九
〇
丨
一
九
一
〇
年
代
、.，及
び
ド
イ
ツ
©
1
.
.八
七
〇—

一
九
〇
〇
年
代
の
鉄
道
業
に
就
い
て
最
小
梟
法 

.に
ょ
る
経
験
的
分
析
を
行
い
、.
利
潤
原
理
の
.適
用
上
の
有
効
性
を
検
証
し
た
。
又
、
ク
ラ
イ
ン
は
米
国
に
於
け
る
一
九
ニ
一ー

一
九
四
一
年
、
及 

び
：一.
九
ニ
九
丄
九
五
一
一
年
に
関
し
て
利
、潤
原
理
に
莶
づ
く
マ
ク
ロ
的
投
資
函
数
を
定
式
化
し
、
最
尤
法
そ
の
他
に
ょ
る
計
量
分
析
を
行
っ
^1

。

. 

前
者
に
於
て
利
潤
，
資
本
ス
ト
ツ
ク
等
を
説
明
変
数
と
：し
て
純
投
資
、
；後
者
に
於
て
更
に
流
動
資
産
を
付
加
し
て
粗
投
資
に
閨
す
る
投
資
行
動
を 

分
析
し
た
"

ク
ラ
イ
ン
の
計
量
モ
デ
ル
に
於
て
利
潤
変
数
は
利
潤
動
機
と
投
寶
資
金
に
関
す
る
内
部
調
達
を
示
す
ニ
面
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
.解 

さ
れ
る
。
純
投
資
に
関
す
る
投
資
函
数
に
於
て
は
今
期
•
及
び
前
期
の
利
潤
、
粗
投
資
の
場
合
は
粗
利
潤
•
及
び
流
動
資
産
保
有
高
が
含
ま
れ
る 

の
で
利
潤
動
機
と
内
部
的
資
金
依
存
性
を
示
す
も
の
.
で
あ
る
0

ク
ラ
イ
ン
は
更
に
鉄
道
業
に
関
す
石
時
系
列
、
及
'び
ク
ロ
ス
•

セ
ク
シ
'ヨ
ン
分
析 

を
試
み
、
前
者
に
於
て
利
潤
原
理
の
適
合
性
を
検
証
し
ボ
又
、
メ
.イ
ヤ
ー
、.
及
び
ク
I
:は
業
種
別
投
'資
函
数
の
ク
ロ
ス
,-

セ
ク
シ
ヨ
ン
.分
析
と 

.

.

1

部
の
補
足
的
な
時
.系
列
分
析
に
於
て
、
利
潤
、
及
び
流
動
資
産
、.
減
価
償
却
等
の
内
部
的
資
金
做
給
項
目
に
依
る
説
明
変
数
に
：基
づ
く
投
資
行 

励
分
析
の
有
効
性
を
実
証
し
た
.0

以
上
の
考
察
に
従
っ
て
、
' 投
資
行
動
に
：於
け
る
内
：部
的
資
金
供
給
.に
間
す
る
諸
変
数
の
説
明
変
数
と
.し
て
の
適 

/n

に
於
け
§

効
性
は
内
部
^

(

.或
は
内
部
金
融)

(

の
充
分
で
'あ
る
隹
済
を
対
象
：と
し
ヾ
て
队
み
成
立
す
る
関
係
：で
於
る
パ
利
潤
変
数
の
も
つ
経
済 

.
設
備
投
資
网
数
に
関
す
る
描
礎
的
考
察
_ 

:

丑

七

(

ー
2£

一a
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一
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け
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五
八
：
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(
m

 
四)

'

的
意
味
は
前
述
.の
通
り
：で
あ
る
が
、
.そ
こ
で
.利
潤
動
機
を
真
に
反
映
す
る
に
^ -

観
察
値
と
し
：て
：の
利
潤
で
な
く
て
予
想
値
と
し
，：て
の
利
聞
で
な
け 

れ
は
な
ら
な
い
0
或
期
の
利
潤
と
予
想
利
潤
が
ー
致
す
る
の
は
期
待
係
激
が
り
の
場
合
で
- --
.

般
'に
が
か
る
保
証
は
存

在

し

な

，
い
。

上

述

の

各

分

析 

て
見
ら
れ
た
利
潤
変
数
の
'■
%

つ 

一j

面
性
に
対
し
て
そ
こ
で
利
潤
が
予
想
利
撋
と
し
.て
導
入
;$

れ
る
な
ら
ば

>

:

一
.意
的
な
動
機
性
を
示
す
も
の
と
見 

做
さ
れ
ょ
ぅ
。
利
潤
原
理
の
適
用
可
能
性
.を
検
証
す
る
場
合
：に
於
.て
は
、

経
営
分
析
デ
ー
タ

.に
於
.け
る
計
上
利
益
：は
必
ず
し
も
実
質
的
に
真
の
収 

益
性
の
動
向
を
示
す
も
の
で
な
い
の
で
、
：そ
こ
に
自
ら
限
界
が
あ
る
点
を
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
：い
で
あ
ろ
ぅ
。

■

.

以
上
、
投
資
肟
動
：に
於
け
る
主
た
る
行
動
原
理
と
目
さ
れ
る
加
速
度
原
理
、
或
は
利
潤
原
理
に
基
づ
く
投
資
函
数
に
関
す
る
理
論
的
'*
及
び
経 

験
的
考
察
を
試
み
た
。
こ
こ
で
採
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
以
外
に
な
お
多
く
：の
.

点
が
あ
る
が
へ
こ
の
限
度
に
留
め
て
お
く
事
に
す
る
。'

次
節
以
降 

に
於
て
は
以
上
の
#

察
を
参
考
と
し
、
又
新
た
な
条
^
：：を
加
味
す
る
事
に
ょ
っ
て
日
本
経
済
の
.製
.造
業
部
門
に
於
け
る

若

干

の

業
種
に
関

す

る

投

資
行
動
に
つ
い
て
基
礎
的
考
察
を
行
ぅ
亊
と
す
る
。
：
:
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.

本
稿
に
於
て
計
測
対
象
と
さ
れ
る
の
.は
、
昭
和
ニ
十
九
年
以
降
に
於
け
る
日
本
経
済
.に
関
す
る
全
産
業
' '

製
造
業
部
門
内
に
於
け
る
軽
工
業
部 

門
と
し
て
食
料
品
工
業
•
繊
維
工
業
、.
装
置
産
業
部
門
と
し
：て

化

学

工

業

I

般
機
械
製
造
業

•

電
気
機
峡
器
具
製
造
業
の
各
産
業
と
す
る
。
資 

料
と
し
て
ば
大
蔵
省
の「

法
人
企
業
統
計
季
報」

を
主
体
と
し
、
他
に
補
完
的
資
料
と
し
て
.
，

「

本
邦
経
済
統
計
月
報」

等
を
援
用
す
る
。

「

法
人 

企
業
統
計
季
報」

の
集
計
内
容
は
零
細
規
模
を
除
く
広
範
囲
に
亘
る
推
計
資
料
で
あ
る
。
従
つ
て
、
実
績
資
料
で
な
い
，が
包
括
的
な
資
料
で
あ
る 

の
.で
広
く
各
產
業
の
動
向
を
分
析
す
る
め
：に
.有
用
で
.あ
る
。
.

次
に
、
.取
扱
わ
れ
る
各
経
済
変
量
に
関
す
る
内
容
的
な
検
尉
に
移
る
事
と
す
る
。
先
ず
、
投
資
量
で
あ
る
が
、
：
そ
の
概
念
規
定
と
し
，て

「

法
人 

盡

統

計

季報
.
,

に
於
け
る
土
地
を
除
く
有
形
麗
資
産
と
霞
仮
勘
定
の
新
醫
を
半
期
別
に
加
算
し
た
も
の
を
設
備
投
資
額
と
定
季
る
事 

と
す
る
。
こ
の
純
投
資
額
を
'「

日
銀」

の
資
本
財
価
格
指
数
で
デ
フ
レ
I

ト
し
実
質
純
投
資
と
す
る
。
'
次
に
、..各
説
明
変
数
の
検
討
を
試
み
る
事 

と
す
.る
。
先
ず
売
上
高
で
あ
る
が
、
当
該
変
数
の
導
入
は
カ
ル
ド
ア
型
の
加
速
度
原
理
の
適
用
に
あ
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
.デ
フ
レ
ー
タ
ー
と
し

• 

. 

f 

,
 

.
.
.
.
.

て
.日
銀
の
業
種
別
め
夫
々
/の
卸
売
物
価
指
数
1を
使
用
丄
実
物
タ
ー
ム
と
し
た
。
利
潤
変
数
と
し
て
同
資
料
に
於
け
る
純
利
益
.

営
業
利
益
の
中
、
 

前
渚
は
営
業
外
利
益
を
含
む
の
で
経
営
の
直
接
的
な
収
益
性
の
純
効
果
.の
商
で
不
適
当
で
あ
る

。

利
潤
原
理
の
適
用
に
.於
て
、
こ

こ
で
は
な
お

a
 

益
性
に
関
す
谷
真
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
云
い
難
い
が
、
営
業
利
益
を
利
潤
変
数
と
し
て
使
用
す
る
事
と
す
る
。
'利
潤
.は
そ
の
処
理
過
程
に
於
て 

設

備

役

資

两

数

に

関

す

る

菽

礎

的

考

察

.

五

九

(

一.
3L
S

、
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設
備
投
資
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に
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す
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考
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六

一

ニ

，五
七)

奪
0

^

1

^分
が
傲
内
留
保
.%
.?
1

し
'て
物
«|
-

資

本

：の_

已

蓄
«.

に
：藤̂
^

:れ
^

の

ゼ

必

ず1>
.%

资

当

で

な

い

取

、
：.
；
武

フ

.レ

：：丨

タ

ー

ど

し

^

資

本
#
 

:-価

格

指

数

を

用

い

部

康

質

額

を

算

宠

た

。
へ
樣
に
'
#

部

的

說

備

資

金

新
規
供
給
額

.を
'«

用
す
义
事
と
、1>
た
：。'

新
規
設
備
資
金
供
給
に
浮
る
- #

供
給
項
目
め
：中
、(

後
^

置
ル
る
通
り
金
融
機
関
^
^̂
^̂

の

設

備

資

金

供

給

額

が

：業

種

：に
：依

つ

七

差

：が

^

る
が
純
投
資
と
の
相
関
が
高
べ
、；；；又
全
賛
金
供
^

^

^
占
め
：る
々
:3
;

イ
へ
ト
も
か
な
ヴ
太
で
あ
る
’の
：
 

で
当
該
変
数
を
説
明
変
数
と
し
て
導
入
す
右
事
七
し
た
。
.へ
タ
ー
ム
.*

整
合
.の
.為

、
ご
：
投

資

額

：

^

同

様
.に

資

本̂

^
格

指

敎

で

デ

フ

レ

.丨

ト

し

て

実

質

： 

飯

土

す

る”

次

に

ー

先

行

性

指

標

め

ニ

バ

つ

と

知

て

業

種

別

ー

の

平

均

株

価

指

数

の

導

入

^
^

指
標
で
あ
る
。.
，景
気
変
動
局
面
.に

於

て

梯

価

，と

投

資

が

若

干

の

ラ

、

I

を
4

0

.て

向

様

な

変

動

を

行

ぅ

事

ゆ

経

験

的

^

熟
知
^
 

.ま
^

崖

市
 

場
活
動
と
投
資
期
待
の
間
に
，周
知
の
因
果
性
が
存
在
す
る
。
'

エ
.ド
ゥ
ィ
汐

株

価

指

数

：
の

投

資

函

数

：に
：於

け

，る

説

明

変

数

.と
：し

て0-
有

効

性.を

実

証

ん

た

：。
：
：
株

価

指

数

は

：
一：
面

に

於

て

、

そ

の

騰

落

が

業
績
と
期
待
性
を
反
映 

す

る

め

で;':

投

資

資

金

調

達

；力

に
リ
パ
1

ヵ
ッ
シ
ョ.
ン
を
及ぼ
す

で

あ

ろ

ぅ
9
'.
.
:
.侏

し

、

他

面'に

於

て、
' 株

^
^
'
市

場

の
不
確
定
な
要
因
に
衣
っ 

て
支
配
さ
れ
る
露
を
内
包
ず
る
の
セ
、.
株
価
指
標
が
.経
済
的
合
理
性
を
も
_つ
投
資
期
待
性
.を
反
映
げ
.る
集
約
的
指
標
で
あ
る
.も

；の
と
し
て
.受

容 

す
る
事
は
問
題
を
残
す

が
、
テ
ン
；
タ
テ
ィ
.ブ
な

も

の

と

し

：
て

適

用

す

る

事

と

す

る

:0
:
業

種

別

株

価

指

標

と
し
て単
純
平
均
株
価

，
旧.ダ
.
ゥ
乎
取株 

価

•

株
価
指
数
等
が
存
す
る
が
、
単
純
平
均
株
価
は
現
実
の
株
価
の
平
均
水
準
の
実
数
的
価
値
を
表
示
し
、
株
価
指
数
と
し
て
発
表
さ
れ
る
も
の 

は
出
来
高
に

ょ
って
加
重
平
均
.さ
れ
た
：も
の
で
あ
り
、
ダ
ゥ
平
均
株
価
は
新
株
の
.
権
利値
を
加
算
し
て
株
価
水
準
を
指
数

的
•
連
続
的
に
表
現
す 

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
株
価
指
標
は
夫
々
利
用
目
的
を
異
に
し
、
投
資
に
関
す
る
先
行
指
標
と
し
て
適
用
上
の
問
踅
が
介
在
す
る
が
、
本
稿 

に
於
て
は
対
象
産
業
と
対
応
性
を
も
つ
東
証
の
単
純
平
均
株
価
•
及
び
ダ
ゥ
平
均
株
価
の
中
、
.前
者
は
異
時
占f

間
の
比
較
に
問
題
が
あ
る
の
で
後 

者
を
援
用
す
る
f

す
る
。
な
お
、
以
上
：の
説
明
変
数
の
外
に
業
種
に
依
っ
て
生
産
指
数
、
及
び
他
の
説
明
変
数
の
導
入
を
試
み
た
が
そ
れ
ら
に 

関
し
て
は
後
節
で
述
：ベ
る
事
と
す
る
。.
又
、
.前
期
資
本
ス
ト
ッ
ク
、
俞
期
投
資
、
.全
国
銀
行
平
均
金
利
等
の
各
要
因
に
関
し
て
も
検

討

を

加
え
た



ユ

( 第十三:図 :
200

)00

100

00

00

Spi

20(

業

00

が
、
前
期
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
純
投
資
に
対
し
て
殆
ん
ど
の
，対
象
産
業
に
就
い
て
は
順
相
関
を
示 

し
そ
の
経
済
的
な
リ
ー
ズ
-
ン
グ
が
困
難
で
あ
り
、

又
前
期
投
資
に
関
し
て
も
今
期
投
資
と
正
の 

相
関
を
示
す
が
'

投
資
の
誘
発
効
果
を
示
す
の
か
、
或
は
投
資
の
継
続
性
を
示
す
の
か
解
釈
が
困 

難
で
あ
り
、
更
に
利
廻
り
、
平
均
金
别
に
関
し
て
も
本
分
析
の
計
測
期
間
全
般
に
就
い
て
は
充
分 

な
相
関
関
係
を
示
さ
な
い
.
の
で
夫
々
適
用
か
ら
除
く
事
と
し
た
。

次
に
.、
対
象
と
す
る
計
測
期
間
は
昭
和
二
十
九
年
よ
り
同
三
十
五
年
に
亘
る
七
年
間
で
あ
り
、
 

各
年
度
に
つ
い
て
半
年
毎
の
期
間
区
分
を
行
っ
た
。
分
析
価
値
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
よ
り
長
期
間 

に
亘
る
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
推
定
•

及
び
安
定
性
を
検
討
す
る
事
が
望
ま
し
い
が
、
こ
の
限
度 

:
に
留
め
た
の
は
0

舌
フ
ー
ム
の
余
波
ガ
昭
和
一
ー
十
七
年
贫
後
に
及
ん
.で
い
る
事
態
が
存
在
す
る
の 

で
そ
れ
以
後
の
自
生
的
メ
ヵ
ニ
、ス
ム
を
通
し
た
経
済
の
動
向
と
は
環
境
的
異
質
性
が
存
す
る
と
目
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
上
述
の
対
象
期
間
は 

景
気
循
環
の
各
局
面
を
全
く
対
称
的
に
含
む
と
は
云
え
な
い
が
、
概
ね
ニ
サ
ィ
ク
ル
に
及
ぶ
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
各
々
利
节 

さ
れ
る
デ
I

タ
は
景
_

向
を
.か
な
り
感
応
的
に
反
映
す
る
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
上
述
の
計
測
期
間
区
分
に
於
け
る
サ
ィ
ク
ル
面
の
考
慮
は
特 

に
好
気
感
受
性
の
高
L

産
業(

例
え
ば
、
化
学
工
業
等)

の
場
合
に
と
っ
て
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
ト
レ

ン
ド
的
成
長
を
遂
げ
た
産
業
へ
例
え
ば
機
械
工
業 

等)

に
於
て
は
さ
ほ
ど
問
題
視
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

. 

.

次
に
、
計
測
を
試
み
る
に
当
り
そ
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、
対
象
と
さ
れ
る
産
業
の
中
か
ら
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
若
干
の
業
種
を
1

も
で
主
た

る
説
明
変
数
と
投
資
変
数
.ど
の
相
関
図
を
示
す
襄
と
す
る
。
対
象
と
さ
れ
る
範
囲
は
食
料
品
工
業
：
化
学
工
業
•
機
械
製
造
業
の
各
業
種
と
全
産 

業
に
留
め
る
事
と
し
た
。

.

,:
.

設

備

投

資

函

数

に

.関

す

る

越

礎

的

考

察
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'

'
前
節
.で
述
べ
ら
れ
た
分
析
手
法
1

づ
く
計
測
結
果
の
説
明
を
行
ぅ
事
と
す
る
°
計

測

期

間

は

昭

和

ー

ー

十

九

年

丨

さ

^
^

デ
i

:

l

f

 

I

で

醤

度

数

は

蕾

(

以
下
.

I
省
略)

、
V

i

売
上
高
、"

を
営
業
収
益V

 

f

資
金
供
給
暈
そ

を
生
産
指
数
、
S-
P
を
.平

均
.株
価
指
数
と
す
る
。
.先
ず
、
軽
工
業
部
門
の
計
測
結
果
の
検
討
か
ら
は
じ
め
る
事
と
す
る
。
食
料
品
工
業
に
.関
す
る
結 

来
は
.次
0

通
り
セ
あ
る
。
：

(

以

下

に

於

て

尺

は

重

相

関

係

数

を

示
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ロ

次

涔

錾
8

:

以
上
の
I，
1
*
果
ょ
り
食
料
品
工
業
に
於
て
は
、
加
速
度
モ
デ
ル
が
統
計
的
.に
か
处
り
適
合
的
で
あ
る
。
文
、.
.全

国

銀

行

設

備

資

金

供

給

、
.
或
は 

株
価
霞
は
規
定
的
で
な
レ

が
有
効
炎
変
数
と
見
ら
れ
る
。
利
潤
モ
デ
ル
，に
依
る
場
ム
ロ
は
加
速
度
モ
デ
ル
に
依
る
場
合
.に
較
べ
.て
適
合
性
が
低 

く

上

述

Q

変
数
と
の
組
合
せ
に
よ
る
多
元
回
婦
に
於
て
售
済
的
に
無
意
味
な
結
果
が
.見
ら
れ
た
。
食
料
品
工
業
に
於
て
は
比
較
的
需
要
が
安 

定

的

と

見

ら

れ

る

の

で

投

資

行

動

は

需

耍

と

設

備

と

の

対

応

を

在

体

と

し

て

行

ゎ

れ

る

も

の

と

見

ら

れ

る

。

第

ー

四

図

及

び

第

ー

五

‘図

は

前

述

の

U

40
35
30
25」

20
15
10 

設

備

投

資

函

数

に

関

す

る

基

礎

的

考

察

各
モ
デ
ル
に
於
け
る
観
察 

値
と
理
論
値
の
変
動
を
示 

す
も
の
で
あ
る
。
'•

両
図
•ょ
り
各
々
の
理
論 

一
式
の
示
す
変
動
は
ト
レ
ン 

.K,
的

傾

向

を

示

し

、
.
景

気 

変
動
に
伴
ぅ
投
賢
の
サ
ィ

_

_

_

_

_

_

_

 

_

_

_

_

_

_

 

I

 

_

_

_

_

 

ク
リ
'

力
■

ル
.
な
.
変
動
.
に
対
し
.

U
:

仙
，_

•

;

:

_

 

X 

^
,
,
1
2
2

 

:

て
透
的
で
な
い
事
が
看

取
さ
れ
る
。

.

.次
に
、
繊
維
エ
業
に
於
け
：.る
計
測
結
茱
の
検
討
に
移
る
事
と
す
る
。
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速
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潤
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フ
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あ
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が
高
く
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従
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内
部
蓄
積
の
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合
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然
的
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向
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れ
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。
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れ
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れ
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標
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が

大
き
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.
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さ
れ
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追
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あ
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に
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す
る
係
数
推
定
値
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標
準
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全
.
差
が
大
き
く
こ
の
係
数
推
定
は
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が
あ
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-
'

日

本
経

済
に

於
け
る
最
近
七
年
間
に
わ
.
；た
る
設
備
投

資

の

瘙

験

的

分

析

を

試

：み

る
.
に
当
り
、.

製

造

業

部

門

に

於

け

を

若

干

.の
産
業
を
と

0'
上
げ 

時
系
列
分
析
を
行
っ
た
。
本
稿
で
対
象
と
さ

れ

た

業

種
‘

及
び
櫳
成

さ

れ

た

モ

デ

ル

に

関
レ

て

は
主
^

装

置

産

業

部

門

に

於

て

加

速

度

型

モ

デ 

ノ 
.

及
び
禾
潤
モ
テ
ル
の
何
れ
も

統
計
的
に
適
合
的
で
経
済
的
に
有
意
な
結
果
が
導
か
れ
た
。，
単
純
加
工
産
業
に
於
て
は
業
種
的
に

相
違

が
領 

著
で
あ

り

そQ

中

食

和

品

エ

業
.

に

於

て

加

速
. ^

型

モ

デ

ル

が

利

潤

モ

デ

ル

に

勝
.

る
適
合
性
が
示

さ
れ

、
繊
維
工
業
に

於
て

何
れ
の
行
動
原
理 

に

基

づ

く

モ

デ

ル

も

統

計

的

に

充

分

な

分

析

結

果

が

示

さ

れ

な

か

っ
た
。
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：こ
で
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明

贬
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吟
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を
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と
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る
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あ

ろ

ぅ
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本
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に
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る
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計
的

•
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び
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種

別
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資
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数
の
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究
に
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.て
は
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の
説
明
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因
以
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に
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資
資
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の
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要
因
に
関
す
る
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の 
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入
が
考

慮
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ね
は
な

ら

な
I
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は
一
般
的
に
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積
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乃
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は
内
部
金
融
に
つ
い
：て
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分
で
な
い

資
金

事
情

に
於

て

は

現

実

の

投

資

活

動
に
於
け
る
規
定
的
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
ぅ
。
上
の
分
浙

に
於
て
金
融
機
関
に
よ
る
設
備
資
金
新
規
供
給
が
導
入
さ
れ
た
が
、

更
に
他
の

調
達

. 

.

. 

.

.

.

.

.

.

 

- 

.

.

.

. 

•

項
目
に
よ
る
検
討
に
よ
っ
て
拡
充
さ
れ
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
実
に
於
て
外
部
金
融
.は
特
に
資
本
集
約
度

の

.高

い

装

置

産

業

に

於

て

重

要
 

な
要
因
で
あ
る
。
期
待
性
要
因
に
関
し
て
は
各
先
行
指
標
の
中
、
株
価
指
数
が
導
入
さ
れ
た
。
本
稿
に
於
て
は
対
象
産
業
の
範
囲
が
充
分
で
な 

く
、
又
資
料
的
制
約
が
あ
る
の
で
適
用
上
の
有
効
性
に
関
す
る
：一
般
的
傾
向
を
述
バ
'る
'事
，は
困
攀
で
あ
る
が
、：
第
四
節
で
示
ざ
れ
.た
様
.に
一
：部
の 

産
業
に
於
て
有
効
な
要
因
と
し
て
見
做
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
ぅ
。
売
上
高
>

 

及
び
利
潤
に
関
す
る
期
待
‘他
指
標
の
導
入
.
動
機
性
の
分
析
及
び
分 

析
業
種
の
範
囲
の
拡
大
等
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
,.
,

.

 

■,

設
備
投
資
函
数
に
：関
す
る
菡
礎
的
考
察
■
. 
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化 学 ェ 業
(垠位苗万門〉

年 期 投 m 売 上 高 営 檠 利 绛 平 均 株 価
(円）

金融機関設 
備資金供給

固 定 資 産

....-, ... 

29 I 11,480 269,467 28,286 64.38 7,670 301,039

n 22,163 231,907 31,398 62.71 7, 388 265,970

30 I ，16,271 258,943 30,731 69.82 13,915 341,663

22; 377 279,894 30,394 84.09 13,157 383,427

31 I 33,371 324,906 38,913 109.08 12,523 419,878

n 46,745 398,149 41,390 129.02 29,021 488,126

：32 I 58, 002 426,921 42,385 98.61 38,574 596, 302

n 49,240 413,148 40,575 85.05 35,228 657,437

33 I 35,217 407,267 35/579 83.75 29,900 682,323

n 34,098 443,640 37,720 88.14 32, 378 688,575

34 I 54,003 503,150 53,089 114.26 39,223 815.239

n 62,100 708, 323 80,316 137.53 42,725 1,067/790

35 I 98,572 §37,978 96,562 153,59 33,424 1,426,532

122,250 766,679 80,811 203.12 42,053 1,483,246

鐵 維 ， X 業  •
，~ ."...... , (单位苗万円）

年 期 m 奪 壳 上 高 営 業 利 益 平 均 株 価
(円)

金融機関設 
備資金供給

固 定 資 産

' ' 
29 . I 23,625 440,799 36,821 86.27 5, 619 530.542

n 18,166 443,197 26,703 82.17 4 ,機 560,694

30 I 15,301 425,208 26,286 84.70 4.Q45 541,008

n 18,257 467, 964 24,139 92.59 6,010 504, 284

31 I ; 29,098 488,435 39,848 112.78 15,236 552,375

:'.ゾ:り n:. 38,871 533,744 47,895 130.39 26,664 578,012

32̂  I 38, 685 497,938 39,467 111.60 16,644 616,500

n 32, 287 513,747 30,996 102.22 12,927 664.998

33 J 21,999； 505,985 10,358 102.57 12,258 757,607

n 23,734 660,061 22,913 99.08 15,919 805.480

34 I；： 29,206 . ,603,760 33,716 116.64 14,766 902,597

:ro:. 25.153 ( 6 9 9 , 1 3 0 62,133 136.63 20,740 843,039

35 I 38,031 729, 837 63, 873 U 6.67 24,851 985,215

n 48,847 734, 732
'

51,014 126.64 27,094- 1,079,742

全 産 業 ’

(取 位 mjn)

年 期 投 齊 売 上 高 営 業 利 益 平 均 株 細
(円）

金融機関設 
備資金供給 m 足 资 m

29 I 306,866 6,285,783 ,295,811 64.97 61,051 5,684,774
n 306, 384 6,213,271 260,180 63.37 34,933 5,544,046

30 I 244,528 6,185,109 290,770 67.54 39,972 • 6,940,784
n .301,285 6,692,305 327,049 73.08 50,507 7,320,430.

31 I 379,118 7,925,629 409,396 86.31 70,666 7,705,105
n 589,852 9,446,447 515,561 96.14 139,487 8,520,396.

32 I 648,633 10,278,355 572,253 105.71 192,613 9,592,157
n 720,050 10,490,492 505, 576 ‘ 95.59 167,761 10,727,370

33 I 586,813 10,140,682 452,317. 101.62 156,667 11,879,333

n 649,827 11,397, 675 489,030 113.40 197,841 12,738,685

34 I 649,661 12,253,698 635,925 139,79 207,362 14,427,708

ニ n v 845,041 15,091,755 804,068 169.08 240,268 15,427,711

35 I 954,054 16,481,708 919, 749 191.65 292,409 16,935,359

n 1,239,874 17, 976,188 985, 582 228.16 ^ 370,615 18,512,231

食 料 " 品 x 業

(単位苗 7J円)

年 m 投 資 売 上 高 営 業 利 益 平 均 株 価
(円）

全国銀行設 
備資金供給 固 定 資 遊

29 I 9,039 387,166 27,960 90.28 1,084 213, 913

n 10,413 482,418 25,623 100.39 . 1,136 204,104

30 I 8,392 401,225 20,565 - 100,59 0, 999 222,978

n 9,602 459,636 26,,770 113.17 ■ 2,179 237,591

31 I 12,558 442,358 27,499 119.09 2,173 265,153

n 21,238 473,882 24,250 121.58 3,739 256,550

32 I ,2 1 , 8 8 9 526,334 28,921 123.55 3, 202 357,033

n 23,810 573,998 28,202 119,93 2,024 400,995

33 I 18,870 549,063 30, 383 143.23 2,244 417,212

n 17,345 604, 276 36,157 174.23 2,945 437,351

34 I 20,053 ; 596,838 38,165 213.60 5,335 430,314

n 23, 792 707,932 41,636 242.80 4,902 502,266

35 I 26,954 710,188 44,092 279.29 5,808 524,426

II 42,443 882,232 45,543 349,47 7,245 595,970
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一 般 機 械 製 造 業

年 期 投 資 売 i h 高 営 業 利 益 全国銀行設 
備資金辟給

HタN厂

固 定 資 處

29 I 4,284 112,173 7,665 533 99,341
n 3,721 125, 286 9,464 672 150,978

30 I 2,787 .103 ,030 4,168 5 7 6 、 145,936
n 2,948 110,462 6,557 596 133,750

31 I 4,691 128, 520 9,148 1,584 1 1 6 ,9 0 0 、

u 11,666 181,047 16,018 2.647 131,731

32 I 10,335 207,169 19,262 2,678 156,951
n 12, 235 234,999 22,974 2,076 171,951

33 I 10,574 193,155 21,348 1,900 190,219
II 10,280 217,967 20, 850 3,001 210,803

34 I 13,130 225,343 20,434 3,780 229,928
n 19,414 291,799 29,506 7,654 255,762

35 I 、 25,466 347,125 38,230 5,349 307,180 :
n 29, 628 434,160 51,898 6,888 366,246

---• __- - • : --'

霜気機械器具製造

年 期 投 資

j -

売 : 上 高

. . . . .. . . ....

営 案 利 益 全国銀行設 
備資金供給 固 定 資 産 .

29 I
. . . . .  . ■ 

14,607 177,860 20,239 3,894 181,838
n 9,100 160,650 14,795 2,294 199,173

30 I 7,060 173,541 15,053 1,485 208,326
n: 8,765 185,207 16,305 1,992 221,818

31 I 10,880 218,076 21,402 2,454 236,624
D 16,048 246,639 27,462 4,346 243,734

32 I 26,887 338,466 39,296 6,051 .：；'■' 294,634
n 32,424 336,224 39,174 ハ 5,231 353,162 ,

33 I 28,595 330,377 37,484 V 4,318 387,922
n 28,528 340,466 40,743 • 6,736 424,058

34 I 30,005 434,482 48,005 7,021 411,595
n 43,357 542,591 64,972 9,746 567,435

35 I 61,039 638, 638 75,111 10,840 690,520
n 76,709 724,692 81,742 11,512 766,414


